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 研究要旨 
盲ろう者の移行期医療支援において、福祉サービス利用の観点から、「支

援体制」と「支援プログラム」の現状と課題について分析した。その結果、

通訳・介助員派遣事業や相談支援事業所等の活用とともに、盲ろう者の意思

疎通に関する支援関係者の適切な配慮が必要になることが示された。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
盲ろう者の移行期医療支援において、福祉サ

ービス利用の観点から、現状と課題を分析し、

「支援体制」と「支援プログラム」のあり方を

提言する。 
 
Ｂ．研究方法 
 関連する書籍や論文、行政の通知等を収集し

たうえで、研究目的に沿う記述を抽出し、「支

援体制」と「支援プログラム」に沿って、再構

成し、考察を加えた。 
 
Ｃ．研究結果   
 研究の結果、「支援体制」においては、「通

訳・介助員派遣事業」と「相談支援事業所」の

２つの障害福祉サービス等が盲ろう者の移行期

医療支援において、重要な役割を果たすことが

示された。 
 また、「支援プログラム」においては、ま

ず、「面談、本人の状況、考えの把握」の際

に、①コミュニケーション方法とその支援態勢

の確認、②盲ろう者と直接対話する場合の配

慮、③通訳・介助員等を介して対話をする場合

の配慮、の３点が必要であることが示された。

また、「本人への支援計画（案）の提示と話し

合い」において、①相談支援専門員の同席、②

②複数の出席者が同席する話し合いにおける

配慮、の２点が必要であることが示された。 
 
Ｄ．考察 

 盲ろう者の自律（自立）を支援しながら、適

切に移行期医療支援を促進していくためには、

福祉サービスを利用することはもちろん、利用

しているそれぞれの場面において、支援関係者

の適切な配慮が必要になると考えられる。 
 
Ｅ．結論 
 盲ろう者の移行期医療支援を適切に促進して

いくためには、通訳・介助員派遣事業や相談支

援事業所を活用するとともに、医療や福祉関係

者が盲ろう者の意思疎通の状況に着目しつつ、

適切に配慮していくことが肝要である。 
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